
に左や家屋の清掃などに協力。各大学が把握する学
｜生ボランティアは計130人以上に上っており、さ

まざまな思いで被災者らに寄り添い、支援の輪を
－
１
１
Ｉ

ｌ広げている。（内田圭助、山本友恵）

　　「自分たぢに何ができるかよー。震災を機に、

人のつながりの大切さが見直される中、若者たち

のボランティアヘの関心が高まっているようだ。

県内でも大学生が次々に被災地入りし、がれき撒

継続的な活動に
　
大
津
波
で
１
４
０
０
入

超
の
死
者
・
行
方
不
問
者

を
出
し
た
岩
手
県
大
槌

町
。
８
月
下
旬
、
岡
山
経

済
同
友
会
が
派
遣
し
た
県

内
1
2
大
学
・
専
門
学
校
の

　
「
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
3
9
入
は
海
岸
沿
い
の

光
景
に
息
を
の
ん
だ
。
建

物
は
流
さ
れ
、
視
界
に
入

る
の
は
が
れ
き
や
土
砂
が

た
ま
っ
た
平
地
だ
け
。
岡

山
で
過
ご
す
日
常
と
比

べ
、
あ
ま
り
に
も
非
現
実

的
な
世
界
を
目
の
当
た
り

に
し
、
岡
山
大
３
年
小
川

祐
喜
子
さ
ん
（
2
1
）
は
「
想

像
を
は
る
か
に
超
え
て
い

る
」
と
衝
撃
を
受
け
た
。

　
一
行
は
現
地
で
の
３
日

間
、
津
波
で
流
さ
れ
た
住

宅
跡
で
土
砂
な
ど
を
撤

去
、
菜
の
花
の
種
を
植
え

る
た
め
に
河
川
敷
の
が
れ

き
を
取
り
除
い
た
り
、
復

興
へ
歩
む
住
民
の
声
も
聞

い
た
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
「
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
」
　
「
生
活
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
と
思
い
始
め
、

救
急
救
命
士
を
目
指
す
学

生
は
「
人
の
命
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
」
と
語
っ
た
。

環
太
平
洋
大
２
年
白
髪
光

洋
さ
ん
（
1
9
）
は
「
被
災
地

が
立
ち
直
る
に
は
継
続
的

な
支
援
が
必
要
。
他
大
学

の
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携

し
、
も
う
一
度
訪
れ
た
い
」

と
決
意
を
込
め
た
。

　
一
方
、
大
学
を
挙
げ
、

定
期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
す
る
中
国
学
園
大

・
中
国
短
大
。
６
月
か
ら

月
１
度
、
学
生
ら
が
宮
城

県
気
仙
沼
市
の
避
難
所
で

救
援
物
資
の
仕
分
け
や
仮

設
住
宅
へ
の
配
達
、
家
屋

菜の花の種を植えるため、大槌中学近くの河川敷でがれ

きなどを取り除く岡山経済同友会派遣の大学生ボランテ
ィアー８月25目、岩手県大槌町

清
掃
に
取
り
組
む
。
今
月

‥
１
１
日
に
も
1
2
人
が
現
地
入

り
す
る
予
定
で
、
同
大
学

生
部
は
「
避
難
所
は
９
月

末
に
閉
鎖
さ
れ
る
。
今
回

の
訪
問
で
被
災
地
の
一
丁

ズ
を
聞
き
、
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
支
援
を
続
け
た

い
」
と
い
う
。
川
崎
医
療

福
祉
大
の
学
生
は
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
結

成
し
た
。

　
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
以
外
に
も
支
援

の
輪
は
広
が
る
。

　
岡
山
大
の
学
生
と
教
職

員
有
志
1
5
人
で
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
「
お
か
や
ま
バ
ト

ン
」
は
８
月
、
日
本
舞
踊

や
三
味
線
を
習
う
福
島
市

の
子
ど
も
た
ち
2
1
入
を
岡

山
市
に
招
待
、
夏
合
宿
の

湯
を
提
供
し
た
。
「
話
を

い
た
だ
い
た
時
、
夢
か
と

思
っ
た
」
と
、
日
本
舞
踊

　
「
福
島
里
の
子
会
」
指
導

者
の
花
柳
沙
里
樹
さ
ん
。

同
バ
ト
ン
代
表
の
岡
山
大

３
年
佐
々
木
康
裕
さ
ん

（
2
2
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
見
た
時
、
招
待
し

て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

今
後
も
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
た
い
」
。

・
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
被
災
地

の
子
ど
も
を
呼
び
寄
せ
る

つ
も
り
だ
。

　
復
興
に
向
け
て
は
、
被

災
地
へ
の
思
い
を
国
民
一

人
▽
六
が
共
有
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
次
代
を
担
う

若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
は
岡
山
で
ど
ん
な
形
で

伝
わ
り
、
支
援
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
の
か
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

岡
山
市
）
の
菅
波
茂
代
表

は
「
若
者
は
得
て
し
て
『
無

若
者
に
広
が
る
支
援

気
力
』
や
『
無
関
心
』
と

言
わ
れ
る
が
、
心
の
中
に

は
『
相
互
扶
助
』
の
精
神

が
根
付
い
て
い
る
。
実
行

す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
だ

け
で
あ
り
、
経
済
的
な
余

裕
が
あ
る
大
人
が
背
中
を

少
し
押
し
て
あ
げ
れ
ば
、

も
っ
と
積
極
的
で
活
発
な

活
動
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

延
べ
3
8
0
0
人
派
遣
皿
駁
頌

・
県
内
か
ら
被
災
地
へ
向

け
、
こ
れ
ま
で
に
警
察
や

自
衛
隊
、
医
療
・
保
健
分

野
の
支
援
チ
ー
ム
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
延
べ

３
８
０
０
人
が
派
遣
さ
れ

た
。
復
旧
が
進
む
中
、
支

援
態
勢
は
縮
小
傾
向
だ

が
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア

な
ど
果
た
す
べ
き
役
割
は

少
な
く
な
い
。

　
沿
岸
市
町
村
で
は
住
宅

周
辺
な
ど
の
が
れ
き
が
撤

去
さ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
三

軒
屋
、
日
木
原
駐
屯
地
や

緊
急
消
防
援
助
隊
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
に
従
事
し
た
県

内
勢
は
ほ
と
ん
ど
役
目
を

終
了
。
医
療
関
係
も
「
現

地
の
病
院
や
診
療
所
は
ほ

泣

;y

,｀;

Ξ

ΓS

ｒ

Z

ｒ

岨

り

部　隊　名 活動の拠点､中心地 活　勤　内　容 延べ人数

中国管区機動隊県部隊 岩手県陸前高田市など 行方不明者捜索､交通規制 542人

県警機動隊 宮城県気仙沼市など 行方不明者捜索､交通規制 90人

県警地域警察部隊 福島県郡山市など パトロール 112人

県警第二機動隊 宮城県多賀城市など 警戒活動 104人

県警特別交通部隊 宮城県塩釜市 交通規制 6人

県警被災者支援隊 岩手県宮古市 防犯指導･相談 5人

AMDA 岩手県大槌町など
病院への人員支援､避難者

治療など 226人

県心のケアチーム 宮城県南三陸町など 精神科診療 68人

県職員支援隊 福島県郡山市など
避難所運営支援､岡山での

受け入れ情報提供､災害対
策本部の業務支援

157人

倉敷市社協市民ボランティア 岩手県遠野市など がれき撤去､写真洗浄など 370人

笠岡市社協市民ボランティア 宮城県多賀城市など
がれき撤去､高齢者の安否

確認など 50人

ぼ
復
旧
し
、
自
立
を
促
す

段
階
」
　
（
日
赤
県
支
部
）

と
し
て
、
同
支
部
や
県
医

師
会
が
派
遣
を
終
え
た
。

　
一
方
、
国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、

病
院
へ
の
ス
タ
ッ
フ
派
遣

を
続
け
る
。
避
難
所
か
ら

仮
設
住
宅
へ
の
移
転
が
進

み
、
「
診
察
が
受
け
に
く

く
な
り
、
病
状
が
悪
化
す

る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
」

と
み
る
。
県
心
の
ケ
ア
チ

ー
ム
も
1
2
月
ま
で
活
動
を

継
続
。
家
族
を
失
っ
た
悲

し
み
や
避
難
生
活
の
ス
ト

レ
ス
に
苦
し
む
被
災
者
は

少
な
く
な
い
と
い
い
、
延

長
も
検
討
す
る
。

　
県
職
員
支
援
隊
な
ど
は

今
も
避
難
所
や
災
害
対
策

本
部
で
支
援
。
交
通
指
導

や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
県
警
部

隊
も
「
今
後
も
要
請
次
第

で
随
時
派
遣
し
て
い
く
」

　
（
警
備
課
）
。
県
や
各
市

町
村
は
集
め
た
毛
布
や
お

む
つ
な
ど
の
緊
急
物
資
を

現
地
へ
輸
送
。

　
息
の
長
い
支
援
が
求
め

ら
れ
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て

き
た
。
県
社
会
福

会
に
よ
る
と
、
当

財
搬
出
や
清
掃
が

た
が
、
最
近
は
避

話
し
相
手
や
安
否

憩
い
の
場
づ
く
り

い
な
ど
多
岐
に
ね

　
笠
岡
市
社
協
の

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
宮

三
陸
町
で
家
財
搬

に
加
え
、
復
興
イ

の
援
助
も
実
施
、

向
け
て
独
居
高
齢

活
支
援
が
メ
ー
ン

と
な
る
」
。
岩
手

市
に
拠
点
を
置
く

社
協
は
、
1
0
月
末

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

閉
鎖
後
、
物
貴
翰

民
の
写
真
洗
浄
な

支
援
に
努
め
る
。

　
防
災
に
詳
し
い

の
前
野
詩
朗
教
授

工
学
）
は
「
被
災

ノ
ウ
ハ
ウ
を
失
っ

体
が
多
く
、
継
続
・

助
か
求
め
ら
れ
る
・

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

行
政
と
民
間
が
浦

切
な
人
材
を
送
り

シ
ス
テ
ム
が
必
要

摘
。
東
海
・
束
脩

海
の
３
運
動
地
聯

さ
れ
る
中
、
「
支
一

た
経
験
は
県
全
体

し
、
岡
山
の
防
鋸

す
べ
き
」
と
す
る
。

　
（
秋
山
昌
三
、
山
士
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